
１等の賞品当たったよ！
【表紙】令和５年度甲佐町産業文化祭

広 報 甲 佐
ま ち と 人 の 想 い が 交 わ る 情 報 交 差 点

実りを喜び、文化を楽しむ秋の祭典
【特集】令和５年度甲佐町産業文化祭

No.65312December 2023

kosa653_01_0.1表紙.indd   1kosa653_01_0.1表紙.indd   1 2023/11/22   19:53:332023/11/22   19:53:33



CONTENTS
02　目次／人のうごき

03　令和５年度甲佐町功労者表彰

04　甲佐町総合防災訓練

05　「子どもたちの夢・チャレンジ応援」講演会

06　令和５年度甲佐町産業文化祭

08　こうさの話題

10　健康だより／甲佐町フィットネスセンター

11　スマイル／休日当番医／子育てカレンダー

12　図書室へ行こう

13　公民館だより／人権

14　甲佐町まちづくり協議会／甲佐高校通信

15　甲佐町イベントカレンダー

16　町からのお知らせ

18　くらしの情報

22　うたごよみ

23　甲佐の野菜で作ってみよう！

24　Kosa Style　人権擁護委員・河野史郎さん

広報こうさ　R5.12

人のうごき（10月31日現在）

総人口

　１０，１５２人　男 4,879人／女 5,273人
前月比

　－８人　　　　　男 －２／女 －６
　○出生　　 ０人 　○死亡　　11人
　○転入　　31人 　○転出　　28人

総世帯数

　４，４４４世帯　　前月比　＋１

町からの情報をお届けしています

━━━━  表紙の写真 ━━━━

11月12日（日）産業文化祭
が開催されました。写真は大
抽選会の１コマ。１等の賞品
を受け取り、会場に来ていた
両親のもとに笑顔で賞品を運
ぶ姉弟を撮影したものです。
当日は多くの来場者でにぎわ
いを見せました。その様子は
P6、７でご紹介しています
のでぜひご覧ください。

ウェブサイトメールアプリ

メールアプリ「こうさ情報たしか
めーる」の登録をお忘れなく！

facebook

X（旧 twitter）

inininnnnininininii ststststttttstststsss agagagagagggggggagagagaa rarararaaaaararararrr mmmmmmmmm
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10
人
の
功
績
を
た
た
え
て

　

11
月
３
日
（
金
）
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・

ホ
ー
ル
で
、
令
和
５
年
度
功
労
者
表
彰
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
は
、
町
が
「
町
功
労
者
表
彰
規
程
」

に
基
づ
き
、
毎
年
文
化
の
日
に
開
催
。
本
年

度
は
多
岐
に
わ
た
り
活
躍
し
町
に
貢
献
さ
れ

た
10
人
を
表
彰
。
町
関
係
者
や
関
係
区
長
な

ど
約
70
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
受
賞
者
一
人
一
人
に
甲
斐
高

士
町
長
が
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
。「
福
祉
」、

「
自
治
」、「
特
別
」
の
各
分
野
に
お
い
て
、
功

績
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

甲
斐
町
長
は
「
受
賞
さ
れ
ま
す
皆
さ
ま
は
、

各
分
野
で
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
、
地
域
発
展

に
大
き
く
寄
与
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心

か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
甲
佐

町
に
住
み
続
け
る
幸
せ
感
を
皆
さ
ま
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
町
づ
く
り
に
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
受
賞
者
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
貴
重
な
経

験
と
知
識
を
も
と
に
引
き
続
き
本
町
の
町
政

発
展
・
地
域
振
興
に
ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。
続
い
て
宮
本
修
治
町
議
会
議
長
、

荒
瀬
保
寛
区
長
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
、
功
労

者
を
代
表
し
て
、
奥
名
克
美
さ
ん
（
糸
田

区
）
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

宮川 卓さん
〔有安区〕

甲佐町民生委員・児
童委員９年、うち甲
佐町民生委員・児童
委員協議会会長３年

令
和
５
年
度
甲
佐
町
功
労
者
表
彰
の
受
賞
者

甲佐町功労者表彰
　福祉、自治、特別功労の功績をたたえて　

令和５年度

福祉功労

【功労者説明】功労の表彰分野、功労者氏名、行政区、表彰に該当すると認められた経歴および功績など

内田 八重子さん
〔中横田区〕

甲佐町民生委員・児
童委員９年

福祉功労

備後 由喜江さん
〔北早川区〕

甲佐町民生委員・児
童委員９年、うち主
任児童委員６年

福祉功労

奥名 克美さん
〔糸田区〕

甲佐町議会議員16
年、甲佐町長16年

自治功労

白石 崇さん
〔上早川三区〕

甲佐町嘱託員・区長
14年

自治功労

溜渕 清裕さん
〔津志田区〕

甲佐町嘱託員・区長
10年

自治功労

畑田 武俊さん
〔早川区〕

交通指導員26年

自治功労

豊永 康法さん
〔横田区〕

甲佐町人権擁護委員
６年、監査委員４年

特別功労

芦原 博幸さん
〔糸田区〕

甲佐町人権擁護委員
12年

特別功労

奥田 哲夫さん
〔吉田区〕

甲佐町民生委員・児
童委員３年、甲佐町
嘱託員６年、白旗地
区社会福祉協議会会
長３年

特別功労
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熊 本 地 震 を 忘 れ な い た め に
　11月19日（日）町内各地で総合防災訓練が行われました。
　同訓練は、熊本地震を教訓として、大雨や台風、地震などの自然災害に迅速に対応でき
るよう日ごろから備えるため、町が主催。甲佐町消防団や各自主防災組織などが参加し、
町内各地でさまざまな訓練に取り組みました。

甲佐町総合防災訓練

■
甲
佐
町
総
合
防
災
訓
練

　

11
月
19
日（
日
）町
内
各
地

で
甲
佐
町
総
合
防
災
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
訓
練
は
午
前
８
時
に
震
度

５
強
の
地
震
が
発
生
し
た
と
い

う
想
定
で
実
施
さ
れ
、
防
災
行

政
無
線
で
の
訓
練
放
送
と
同
時

に
各
地
で
訓
練
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

西
寒
野
区
で
は
避
難
訓
練

後
、
炊
き
出
し
や
消
防
団
と
共

同
に
よ
る
初
期
消
火
な
ど
の
訓

練
を
実
施
。
緑
町
区
で
は
、
炊

き
出
し
訓
練
や
防
災
研
修
を
な

ど
を
実
施
し
、（
株
）
ワ
ー
キ

ン
グ
ル
ー
ム
の
畑
中
裕
子
さ
ん

が
、「
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
の
活
用
に
係
る
行
政
区
（
地

域
防
災
組
織
）
と
の
更
な
る
連

携
に
つ
い
て
」
と
題
し
講
演
し

ま
し
た
。

　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

は
、
熊
本
大
学
大
学
院
先
端
科

学
研
究
部
（
工
学
系
）
の
竹
内

裕
希
子
教
授
が
講
演
。
平
成
28

年
熊
本
地
震
の
避
難
所
運
営
に

つ
い
て
振
り
返
っ
た
後
、
町
職

員
が
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
「
Ｈ

Ｕ
Ｇ
（
ハ
グ
）」
を
行
い
、
実

際
に
自
分
た
ち
が
避
難
所
を
運

営
す
る
立
場
と
し
て
、
避
難
し

て
き
た
人
の
配
置
や
手
当
て
、

突
然
起
こ
る
事
態
な
ど
へ
の
対

応
を
考
え
ま
し
た
。

１１２２３３

４４５５６６

1. 有安区で行われた搬送訓練　2. 西寒野区で行われた消火訓練　3. 西寒野区で行われた炊き出し訓練　4. 緑町区で行われ
た防災講話　5. 町職員に防災講演を行った竹中裕希子教授　6. 町職員が避難所運営ゲーム「ＨＵＧ（ハグ）」を実施

早めの避難、
事前の準備を

くらし安全推進室
永井 恒一 室長

　いつどこで災害に遭うか分かりませ
ん。事前に避難場所・避難経路などの
情報を家族と共有しておきましょう。
　地域コミュニティでの防災力（自助・
共助）には防災士の力が必要です。町
では、防災士の育成や自主防災組織の
活動の支援を行っています。皆さんも
地域で実施される防災訓練などに積極
的に参加して防災力を高めましょう。



　11 月６日（月）甲佐中学校体育館で「子どもたち
の夢・チャレンジ応援」講演会が開催されました。
　同講演会は第一線で活躍する著名人が夢の実現や困
難へのチャレンジを続けてきた経験を小中学生に直接
伝えることで、子どもたちの夢の実現に向けて取り組
む意欲や力を育み、子どもの夢やチャレンジを応援す
る保護者への子育て・家庭教育の支援を図る目的で町
が主催。競泳五輪金メダリストの萩野公介さんが子ど
もたちに夢や目標への努力について話しました。
　参加した生徒は町内の小学 5、6 年生と中学生約
500 人。各学校の別室では保護者向けにオンライン
で講演の様子が流されました。
　萩野さんは「夢という目標は自分で決めるものです。
夢に至るまでの経験は苦しいものも含めてすべて自分
の力になるので、それまでの過程を大切にしてほしい」
と話しました。

「子どもたちの夢・チャレンジ応援」講演会

競泳五輪金・萩野公介さんが講演

プロフィール　萩野公介
はぎのこうすけ　1994 年生まれ。生後 6か月から水泳
を始める。小学校低学年から学童新を更新し、中学以降も
各年代の新記録を樹立。17 歳で初出場となったロンドン
オリンピックでは 400m個人メドレーで銅メダルを獲得。
2016年 リオデジャネイロオリンピックでは 400m個人メ
ドレーで金メダルなど計３つのメダルを獲得。

辛い経験や困難を
今後の糧に

甲佐中３年
本田 結羽 さん

　今回の講演では、過程や多くの経験をするこ
との大切さを学ぶことができました。辛い時や
困難にぶつかったときは、萩野さんの「苦しい
経験はみんなの一部。その経験は将来、自分の
ためになる」という言葉を思い出して今後の糧
にしていきたいです。自分で決めた夢に向かっ
て、「今」を全力で生きていきたいと思います。



6広報 こうさ 2023.12

実りを喜び、文化を楽しむ秋の祭典

第38回甲佐町産業文化祭が開催
　11月12日（日）第38回産業文化祭が開催されました。甲佐の秋の祭典には、町内外か
ら多くの人が訪れ、子どもからお年寄りまで楽しむ１日となりました。
　この秋に収穫された農産物や加工品を展示・販売する「農業祭」、甲佐のおいしいグル
メが集まる「商工祭」、書道や絵画など芸術の秋を楽しむ「文化祭」を一度に楽しめる甲
佐の秋の祭典は、大いに盛り上がりました。

■
郷
土
の
豊
か
な
実
り
と
文
化
の
薫
る

　
秋
の
祭
典
が
開
催

　
11
月
12
日
（
日
）
第
38
回
甲
佐
町
産
業
文

化
祭
が
町
役
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
産
業
文
化
祭
は
町
、
上
益
城
農
業
協
同
組

合
、
甲
佐
町
商
工
会
、
甲
佐
町
文
化
協
会
の

共
催
。
開
会
式
で
は
農
業
祭
部
門
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ろ
く
じ
館
側
駐
車
場
で
は
特
設
ス
テ
ー
ジ

が
設
け
ら
れ
、
農
業
祭
・
商
工
祭
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
。
甲
佐
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

演
奏
や
甲
佐
高
校
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
本
町

特
産
の
ニ
ラ
を
使
っ
た
ニ
ラ
飛
ば
し
大
会
、

大
抽
選
会
な
ど
で
大
盛
況
。
お
に
ぎ
り
の
引

換
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
内
に
は
、
町

内
店
舗
も
多
く
出
店
し
、
多
く
の
人
が
甲
佐

グ
ル
メ
に
舌
つ
づ
み
。
甲
佐
高
校
の
ブ
ー
ス

で
は
、
生
徒
た
ち
が
売
り
子
と
し
て
こ
う
さ

ん
も
ん
ブ
ラ
ン
ド
の
ニ
ラ
あ
ら
れ
な
ど
の
販

売
活
動
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
文

化
祭
に
は
、
甲
佐
町
文
化
協
会
の
48
団
体
が

書
道
や
絵
画
、短
歌
な
ど
の
文
芸
作
品
、パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
な
ど
の
手
工
芸
品
が
多
数
展
示
。

ま
た
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
詩
吟
や
ピ
ア
ノ
、
オ

カ
リ
ナ
、
コ
ー
ラ
ス
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
相
撲

甚
句
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
会
場
に
は
拍
手
が

響
き
ま
し
た
。

11

２２３３

４４
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77

１_甲佐特産のニラを飛ばす参加者　２_甲佐高校クライミング部
によるクライミング体験コーナー　３_甲佐ブランド「こうさんも
ん」の「にらメンコ」も出店　４_美しい音色を奏でる甲佐中学校
吹奏楽部の皆さん　５_1000 人ニラ鍋も大盛況　６_最後に行わ
れた甲斐町長たちによる餅投げ　７_キレのあるダンスを披露　
８_甲佐高校の生徒たちが売り子として販売活動を体験　９_農業
祭で出品された花や野菜が並ぶ　10_ 書道作品が並ぶ　11_ 大正
琴を披露する公民館自主講座「大正琴」の皆さん　12_ 来場した
子どもが消火体験を実施　13_ せりに参加する参加者　14_ にぎ
わうおにぎり引換会

５５

６６

９９

８８

1010

1414

７７

８８９９
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1111

12121313



▲令和５年度循環型社会形成推進功労者等環境大臣表彰を受賞した米村さん ▲全国大会で優勝を果たした福島駿選手

地域の環境美化に長年貢献
令和５年度循環型社会形成推進功労者等環境大臣表彰

　９月９日（土）～11日（月）富山県で開催された
文部科学大臣杯第58回全日本男子ソフトボール選手
権大会に福島駿選手（環太平洋大学３年・中早川区）
が出場しチームの優勝に貢献しました。福島選手は
「連覇が掛かった今大会は、緊張しましたが楽しんで
プレーをし、優勝することができてよかったです。来
年も３連覇を目指して頑張ります」と話しました。

福島選手が全国大会で優勝
文部科学大臣杯第58回全日本男子ソフトボール選手権大会

こうさ の 話題

▲堀田御船警察署長（左）と米村さん（中）と松本生活安全課長 ▲美しい音色を奏でる「ORANGE」の毛利さん（左）と岩男さん

　10月20日（金）御船警察署で令和５年度防犯功労者
表彰の伝達が行われ、米村千晶さん（豊内区）に防犯栄
誉銅章が手渡されました。同表彰は、全国防犯協会連合
会が実施し、犯罪防止に多大の功労があったと認められ
た人に授与されるもの。米村さんは中学校や高校での薬
物乱用防止キャンペーンの企画立案や少年の居場所づく
り事業への参加などの功労が認められ表彰となりました。

安全安心な暮らしを支える
令和５年度防犯功労者表彰

　10月19日（木）町生涯学習センター・ホールで、
オータムコンサートが開催されました。同コンサート
は町教育委員会が同センターの自主文化事業として主
催。バイオリン＆ピアノデュオ「ORANGE」の岩男
一弘さんと毛利真麻さんが情熱大陸やハナミズキなど
のさなざまなジャンルの10曲を披露。来場した52人
はバイオリンとピアノの美しい音色を楽しみました。

音楽で笑顔と元気を届ける
町自主文化事業「オータムコンサート」

　10月２日（月）米村德光さん（緑町区）が令和５年
度循環型社会形成推進功労者等環境大臣表彰を受賞し
ました。同表彰は生活環境の改善や公衆衛生の向上に
特に顕著な功績があった人に環境大臣より表彰される
もの。米村さんは（公社）熊本県浄化槽協会の役職を
歴任し、安心安全な生活環境づくりや後進の育成に尽
力したことなどの功労が認められ表彰となりました。
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こうさの旬な情報を発信！

▲移住相談ブースで移住希望者の相談に乗る町企画課の職員たち

　10月28日（土）東京都で開催された「熊本移住祭～
秋の陣～」に参加しました。本事業は、東京都を中心と
した首都圏在住で移住を検討している人を対象としたイ
ベント。当日は、参加市町村による移住相談ブースや魅
力発信プレゼンのほか、くまモンによるステージイベン
トや熊本の有名ゲストによるトークイベントが行われ、
約360名を超える多くの来場者でにぎわいました。

東京で本町の魅力を発信
熊本移住祭～秋の陣～

▲勢いよく駆け出す町駅伝競走大会の１区の皆さん

　11月５日（日）町生涯学習センター東側をコースに
第53回甲佐町駅伝競走大会（27チーム出場）と第49回
地区対抗体力つくり駅伝競走大会（10チーム出場）が
開催されました。同大会は、競技人口の拡大と各選手
間の親睦融和を図ることを目的に、甲佐町スポーツ協会、
町教育委員会、甲佐町陸上競技協会が共催。沿道では、
地域の人から選手たちに多くの声援が送られました。

秋の甲佐路を駆け抜ける
甲佐町駅伝競走大会、地区対抗体力つくり駅伝競走大会

▲多くの人の来場でにぎわいを見せた上益城マルシェ

　11月３日（金）山都町営中央体育館で上益城地域の
特産品や店舗が軒を連ねた販売会「かみましきマル
シェ」が開催されました。同イベントは、豊かな自然
に囲まれながらも都市圏に近い「ちょうどいい田舎・
上益城」をPRしようと上益城観光推進協議会が主催。
本町からは「ニラちゃん焼きそば」や甲佐ブランド「こ
うさんもん」の「にらメンコ」などの商品が並びました。

上益城のいいものが大集合
かみましきマルシェ

▲甲斐町長（左）と柴田代表取締役（中）と小林区長

　10月31日（火）西寒野地内で（株）熊本クリーンエ
ナジー（柴田正樹代表取締役）が運営する熊本バイオマ
ス発電所の火入れ式が行われました。同発電所は、廃木
材などを活用する木質バイオマス発電所で、年間1600
万㌔㍗（一般家庭3700世帯分）の発電を予定。昨年、
町と西寒野区との３者は環境の保全に関する協定を締結
しており、地域に根差した事業展開が期待されます。

環境への配慮と産業の活性化へ
熊本バイオマス発電所火入れ式
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　甲佐町フィットネスセンターでは、
健診（検診）後の健康増進をサポー
トするために、健診（検診）結果表
を持参した人に、専門スタッフが結
果や目標に基づく健康づくりメ

ニューを提
案します。
●特典①
　 甲 佐 町
フィットネ
スセンター
陽気カード
に５ポイン
ト付与。

※陽気カードとは、50ポイント貯
　まると甲佐町の事業協力店舗で
　1000円の商品券として使用でき
　るポイントカードです。
●特典②
　専門スタッフが健康づくりメ
ニューを提案します。
▶実施期間
　令和５年11月１日（水）～令和
６年１月31日（水）
▶対象健診名
　節目健診、特定健診、がん検診、結
核検診、若者（わっかもん）健診、後
期高齢者健診、会社で受けた健診など

Health
岩永 一寿 さん
( 社会福祉士 )健康だより

地域や町が行う介護予防について

那須 賢志さん
〔健康運動指導士〕

今月の講師

●お問い合わせ先
　甲佐町フィットネスセンター
　（町総合保健福祉センター内）
　☎096-235-8712

▲健診（検診）結果表を持って甲佐町フィッ
トネスセンターにぜひお越しください

Fitness

甲佐町フィットネスセンター
健診（検診）結果表を持ってフィットネスセンターへ！

今月の紹介者

　元気に、自分らしく、住み慣れた地域で暮らすために
皆さんはどのような活動をされていますか。
　ここでは、「元気に暮らす」に注目し、地域や町が実
施する介護予防活動についてご紹介します。
●地域で取り組まれている介護予防活動の場「地域の集い」
　各地域では、公民館などで「いきいき百歳体操」など
のさまざまな介護予防活動が行われています。本町では、
この介護予防活動の場を「地域の集い」と呼んでおり、
国では「集いの場」として、今後の介護予防の中心的存
在として、活動の促進を目指しています。
　各地区の活動に関する詳細は、各地区の回覧や甲佐町
地域包括支援センターにお尋ねください。
●町が行う介護予防事業
　町では「介護保険法」に基づき、「一般介護予防事

業」と「介護予防・
生活支援サービス」
を実施しています。
▶一般介護予防事業
　65歳以上のすべて
の人が利用できる
サービスです。町で

は、地域の公民館などで介護予防サポーターなどの協力
による「地域での介護予防活動」や地域で介護予防を行
う人材を養成する「介護予防サポーター養成講座」を実
施しています。また、希望する「地域の集い」に対して
は年に1回の体力測定を実施しており、自身の経年的な体
力の評価を得る機会として活用している参加者もいます。
▶介護予防・生活支援サービス
　介護保険における要介護認定で「要支援1」または
「要支援2」と判定された人および町が実施する基本
チェックリストにおいて「事業対象者」と判定された人
が利用できるサービスです。
●町では「地域の集い」への支援も行っています
　町では、介護予防活動の場「地域の集い」の推進や活
動の充実に向けて、介護予防サポーター養成や「地域の
集い」での体力測定の実施、リハビリ専門職の派遣など、
地域の介護予防活動への支援も行っています。ご自身の
健康管理や介護予防へつながる機会ですので、「地域の
集い」へ参加しましょう。

●お問い合わせ先
　甲佐町地域包括支援センター
　（町福祉課内）
　☎096-234-1114
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月　日 当番医 電話番号

12月３日 小 屋 迫 医 院 096-234-0165

12月10日 荒 瀬 病 院 096-234-1161

12月17日 谷 田 病 院 096-234-1248

12月24日 甲佐眼科クリニック 096-235-5600

12月31日 荒 瀬 病 院 096-234-1161

●日程は変更になる場合があります。最新情報は町公式ウェブサイトなどをご確認ください

●甲佐町子育て支援センター（竜野保育園内）  ☎096-234-0305

１日（金） 　身体測定（身長・体重）
４日（月） 　クリスマスリース作り
６日（水） 　ぬり絵遊び
８日（金） 　シール遊び
11日（月） 　砂場遊び
13日（水） 　親子で読書
15日（金） 　製作
18日（月） 　お散歩
20日（水） 　クリスマス帽子作り
22日（金） 　ブロック遊び
25日（月） 　クリスマス会（要予約）
27日（水） 　ままごと遊び

 育児相談（電話・面接）　 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育　 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

本村 大
やま と

和 ちゃん（１歳）
　父・和也 さん　
　母・玲奈 さん　（浅井区）

　元気いっぱいだよ

　 ４か月児健診

　　12月21日（木）　午前９時

　　１月18日（木）　午前９時

　 ７か月児健診

　　12月21日（木）　午前10時

　　１月18日（木）　午前10時

　 ピカピカ１歳教室

　12月１日（金）　午前９時20分

　 １歳６か月児健診

　１月９日（火）　午後１時

　 すくすく２歳児子育て相談

　12月22日（金）　午前９時20分

　 ３歳児健診

　１月９日（火）　午後１時20分

12月・１月の保健活動 　●会場　町総合保健福祉センター

スマイル
Smile

 赤ちゃんの笑顔
 募集中！
　未就学児のお子さんの
　笑顔を広報紙に掲載しま
　せんか？応募期限は
　毎月７日まで。
　ご応募お待ち
　しています▶

　■お問い合わせ先
　　町企画課
　　☎096-234-1115

わが家の「笑顔」を紹介します

●　12月の子育て支援カレンダー ●休日当番医

川床 健
けんゆう

友 ちゃん（１歳）
　父・元貴 さん　
　母・世里菜 さん　（上早川一区）

　１歳になりました！
　　　　みーんな大好きだよ！
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■
甲
佐
小
児
童
が
図
書
室
を
見
学

　

10
月
13
日
（
金
）
甲
佐
小
学
校
（
谷
川

裕
明
校
長
）
の
２
年
生
38
人
が
図
書
室
見

学
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

児
童
か
ら
、
図
書
室
の
蔵
書
数
や
仕
事

の
内
容
、
本
は
ど
こ
か
ら
届
く
の
か
、
お

す
す
め
の
本
は
何
か
な
ど
の
質
問
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
図
書
室
へ
の
関
心
の
高
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
も
、
と
て
も
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で

し
た
。
見
学
に
参
加
し
た
木
村
和
瑚
さ
ん

（
横
田
区
）
は
、「
本
が
図
書
館
流
通
セ
ン

タ
ー
か
ら
届
く
の
が
わ
か
り
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
本
を
読
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

と
感
想
を
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

■
０
歳
児
か
ら
の
お
は
な
し
会
に
つ
い
て

　

図
書
室
で
は
、
毎
月
第
２
木
曜
日
に

「
０
歳
児
か
ら
の
お
は
な
し
会
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
手

袋
人
形
、
手
遊
び
う
た
な
ど
楽
し
い
内
容

で
す
。
子
育
て
中
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
子
ど

も
た
ち
と
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　

12
月
14
日
（
木
）　

午
前
10
時
30
分
〜

●
会
場

　

お
は
な
し
の
へ
や
（
甲
佐
町
生
涯
学
習

　

セ
ン
タ
ー
・
図
書
室
内
）

やぎのおばあさんの頼みで、パンを届け
に出かけたパンどろぼう。なかなか辿り
つけずにいると、１台の車が通りすぎ…。
ほかほかのパンとほかほかの思いをのせ
て、ほっかほっカーが走りだす！「パン
どろぼう」シリーズ第５弾。

1日たった3分で口腔機能が向上！むせ
や滑舌が気になるシニア世代に向けて、
準備編・あいうえお編・早口言葉編の 3
つのステップで取り組む滑舌レッスンを
紹介。口まわりの筋肉を動かし、咀嚼力
や嚥下機能を高めましょう。

転びやすい人、左右の足のサイズが違う
人、足に障がいがある人…。くつで困っ
ている人がたくさんいると知った十河さ
んは、ひとりひとりに合ったくつを作ろ
うと決心し…。子どもと一緒に「共生社
会」を身近に考える絵本。

つみたて投資枠、成長投資枠とは？生涯
投資枠 1800 万円はどう使う？どんな
銘柄を買えばいい？新NISA と iDeCo、
2つのお得な制度を上手に使いこなすワ
ザを紹介。基礎知識から手続きの流れ、
商品選びまで、初心者向けに徹底解説。

その駄菓子屋は、幸せと不幸のわかれ道。
女主人・紅子が今日もお客さんの運命を
駄菓子で翻弄する…。「どっちウォッチ」
「リメンバーチョコバー」「満足缶」など、
駄菓子屋「銭天堂」を舞台にした不思議
なお話全７編を収録。

一般図書 児童書

子どもと楽しく学ぶ片づけの教科書
　清水 麻帆 著／Gakken

パンどろぼうとほっかほっカー
　柴田 ケイコ 著／ KADOKAWA

60歳からの滑舌レッスン
　赤間 裕子 著／世界文化社

知りたいことがぜんぶわかる！新NISA＆ iDeCoの超基本
　酒井 富士子 著／Gakken

世界でいちばんリクエストのおおいくつ屋さん
十河 孝男 文　本田 亮 絵／合同出版

ふしぎ駄菓子屋銭天堂　20　
廣嶋 玲子 著／偕成社

新着図書紹介

町生涯学習センター・図書室

☎ 096-234-2447（内線331）

■開館時間　午前９時～午後５時

■休館日　　毎週火曜
　　　　　　年末年始

■貸出冊数　１人５冊まで

■貸出期間　15日間

小学６年生のときに母とおなじ整理収納
アドバイザー１級の資格を取得した娘
が、家族で一緒に学びたい片づけの基本
メソッドを解説。子どもの年齢に合わせ
た整理収納のポイントを、年齢別のお悩
みケーススタディとともに紹介。

図
書
室

行
こ
う
へ

▲児童たちに読み聞かせを行う町図書室職員
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■
上
益
城
郡
内
で
第
51
回
熊
本
県
人
権

　

教
育
研
究
大
会
が
開
催

　

10
月
21
日
（
土
）・
22
日
（
日
）
上
益
城

郡
内
18
会
場
で
熊
本
県
人
権
教
育
研
究
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
上
益
城
郡
内
で
開
催

さ
れ
た
の
は
12
年
ぶ
り
。
本
町
で
は
、
各
小

中
学
校
が
会
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
大
会
テ
ー
マ
「
部
落
差
別
の
現

実
か
ら
深
く
学
び
人
間
を
尊
敬
し
、
人
と
結

び
、
豊
か
な
関
係
に
高
め
う
る
教
育
の
営
み

へ
」
と
地
元
テ
ー
マ
「
だ
っ
で
ん 

い
っ
し
ょ 

だ
っ
で
ん 

だ
い
じ 

み
ん
な 

み
ん
な 

大
切

な
人
〜
思
い
合
い 

分
か
り
合
い 

つ
な
が
る

社
会
を 

上
益
城
の
地
か
ら
〜
」
の
下
、
劇

団
「
天
然
木
」
に
よ
る
演
劇
「
小
さ
な
水
俣

展
」
や
児
童
心
理
治
療
施
設
「
こ
ど
も
Ｌ
・

Ｅ
・
Ｃ
セ
ン
タ
ー
」
松
本
祐
一
郎
施
設
長
に

よ
る
講
演
が
益
城
町
を
主
会
場
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

２
日
目
は
、
上
益
城
郡
内
18
会
場
で
分
科

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
益
城
町
総
合
体
育
館

で
行
わ
れ
た
特
別
講
座
で
は
、
甲
佐
小
学
校

の
山
下
直
子
先
生
が
「
わ
た
し
を
育
て
て
く

れ
た
子
ど
も
た
ち
」
と
題
し
、
御
船
町
の
小

学
校
で
の
出
会
い
、
悲
し
い
別
れ
を
と
お
し

て
、
自
ら
も
学
び
子
ど
も
た
ち
に
育
て
ら
れ

た
こ
と
な
ど
、
郡
内
小
学
校
で
の
経
験
を
基

に
し
た
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
研
究
大
会
で
は
上
益
城
郡
を
は
じ
め
と

し
た
県
内
の
多
く
の
参
加
者
が
、
部
落
差
別

（
同
和
問
題
）
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
人
権

問
題
に
つ
い
て
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
社
会
教
育
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
4
４
７

　
　
（
内
線
３
２
７
）

▲益城町総合体育館で行われた熊本県人権教育研究大会

人
権 

〜
心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
〜

部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す

　甲佐町公民館では、町民の皆さんの教養の向上や、健康
の増進を目的に公民館主催講座を開催しています。
　10月30日（月）町生涯学習センター・研修室で、町公
民館主催講座「ステップアップ講座」が開催されました。
　森田光樹子さん（熊本市）を講師に迎え、地域住民ら
10人がチョーカー作りを体験。チョーカーとは、長さ35
㌢㍍～43㌢㍍ほどの首にぴったりと付くタイプのネック
レスのこと。参加者は森田さんの指導を受けながら、好き
な色の羊毛を３個丸め、糸で繋ぎ合わせた後、首ひもに金
具を取付け、オリジナルのチョーカーを作りました。
　完成したチョーカーを首に掛けた参加者たちは、お互い
の作品を見比べながら感想を述べ合いました。
　講座終了後、参加者は「家に帰って、また挑戦します」
と笑顔を見せました。

令和５年度公民館主催講座
ステップアップ講座を開催

　▶自主文化事業のお知らせ
　クリスマスコンサートを開催します　

　●開催日時　12月 16日（土）午前 10時 30分
　●会　　場　町生涯学習センター・ホール
　●入  場  料　無料
　●出　　演　KMA（熊本ミュージックアーティスト）

community learning center

■お問い合わせ先
町教育委員会公民館事務局
☎096-234-2447（内線321）

▲森田さんからチョーカー作りの説明を受ける参加者の皆さん
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■
セ
カ
ダ
イ
の
若
者
た
ち
が
本
町
を

　
よ
り
良
く
す
る
ア
イ
デ
ア
を
発
表

　

11
月
３
日
（
金
）
〜
５
日
（
日
）

世
界
一
周
大
学
「
セ
カ
ダ
イ
」
の
生

徒
た
ち
が
甲
佐
町
を
訪
れ
、
本
町
を

よ
り
良
く
す
る
た
め
の
企
画
を
考
え

ま
し
た
。

　

世
界
一
周
大
学
「
セ
カ
ダ
イ
」
と
は
、

日
本
だ
け
で
な
く
世
界
を
舞
台
に
学
ん

で
い
る
学
校
。
生
徒
た
ち
は
、
日
本
各

地
や
海
外
を
訪
れ
、
世
界
中
の
人
の
生

き
方
や
価
値
観
な
ど
に
触
れ
ま
す
。

　

同
企
画
は
谷
田
病
院
と
セ
カ
ダ
イ
の

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
校
長
と
の
合
同
企
画
で

昨
年
初
開
催
。
２
度
目
の
開
催
と
な
る

今
回
は
18
歳
〜
30
歳
の
生
徒
30
人
が
７

班
に
分
か
れ
て
本
町
の
魅
力
を
探
し
、

最
後
に
本
町
を
よ
り
良
く
す
る
プ
ラ
ン

や
ア
イ
デ
ア
を
発
表
。
未
来
へ
の
自
分

へ
の
手
紙
や
草
刈
り
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

多
く
の
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
出
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
は
実
現
に

向
け
て
谷
田
病
院
と
セ
カ
ダ
イ
が
協
働

で
企
画
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
、
生
徒
た
ち
が
本
町
の
各
所
を

訪
れ
た
際
は
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　
▲NIPPONIA 甲佐疏水の郷の支配人から説明を受ける生徒たち

谷
田
病
院
×
セ
カ
ダ
イ
の
コ
ラ
ボ
企
画

若
者
の
ア
イ
デ
ア
で
魅
力
的
な
町
へ

　

10
月
11
日
（
水
）
甲
佐
高
校
で
防
災
・

避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
甲
佐
高
校
生
や

横
田
地
区
の
住
民
、
若
草
保
育
園
の
園
児

な
ど
約
２
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
訓
練
は
生
徒
の
防
災
意
識
の
向
上
を

図
り
、
近
隣
の
住
民
や
保
育
園
と
連
携
す

る
こ
と
で
、
生
徒
の
社
会
貢
献
へ
の
意
識

を
高
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
甲
佐
高
校

（
田
中
康
一
郎
校
長
）
が
主
催
。
訓
練
は
震

度
６
強
を
想
定
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
教
室
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド

へ
避
難
後
、
住
民
や
園
児
た
ち
の
避
難
誘

導
を
実
施
。
避
難
訓
練
後
は
消
火
器
を
用

い
た
消
火
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
訓
練
を
視
察
し
た
町
く
ら
し
安
全
推

進
室
の
永
井
恒
一
室
長
は
「
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
大
事
。
ま
た

誘
導
や
案
内
を
す
る
際
は
大
き
な
声
を
出

す
こ
と
を
意
識
し
て
く
だ
さ
い
」
と
訓
練

の
講
評
の
述
べ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
「
防
災
で
地
域
の
人

た
ち
と
の
協
力
は
大
切
で
あ
り
、
助
け
合

い
の
心
が
命
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る

と
思
い
ま
し
た
」
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
、
生
徒
た
ち
は
同
訓
練
の

振
り
返
り
を
行
い
、
新
聞
で
作
る
ス
リ
ッ

パ
な
ど
の
防
災
グ
ッ
ズ
の
作
り
方
を
学
び

ま
し
た
。

甲
佐
高
校
×
地
域
住
民
×
若
草
保
育
園

地
域
で
取
り
組
む
災
害
へ
の
備
え

▲甲佐高校のグラウンドに避難する皆さん（上）と消
火器を使って火を消火する生徒たち（下）

甲佐高校ホームページでも
高校ライフを発信中です▶

魅力発信！甲佐高校通信   vol. 09

Town Development
甲佐町まちづくり協議会

  県立甲佐高校（甲佐町横田327）　☎096-234-0041

▲各班で考えたアイデアを発表する生徒たち
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日 月 火 水 木 金 土
11/26

 マイナンバーカード
 休日窓口
 （町住民生活課）

11/27

 

11/28

 口座振替日
 （町税務課）

11/29

 

11/30

 納期限
 夜間窓口
 （町税務課）
 消費生活相談
 （老人いこいの家）

１

 行政区配達 
 （町総務課）

２

 

３

 熊本甲佐10マイル
 公認ロードレース
 （町社会教育課）

４

 法律・人権・行政相談
 （町民センター）
 

５

 

６

 マイナンバーカード
 夜間窓口
 （町住民生活課）

７

 消費生活相談
 （老人いこいの家）
 

８

 星の観察会
 （町社会教育課）

９

 町民集会・人権パレード
 （町民センター）

10

 通常収集しない
 ごみの収集
 （町環境衛生課）

11 12 13

 

14

 消費生活相談
 （老人いこいの家）

15

 

16

 クリスマスコンサート
 （町社会教育課）

17

 マイナンバーカード
 休日窓口
 （町住民生活課）

18

 心配ごと相談
 （町民センター）
 口座振替日
 （町税務課）

19

 

20

 マイナンバーカード
 夜間窓口
 （町住民生活課）
 認知症についての
 相談会
 （町福祉課）
 納期限
 （町税務課）

21

 消費生活相談
 （老人いこいの家）

22

 終業式
 （町内小中学校）

23

 

24 25

 

26

 

27

 

28

 行政区配達 
 （町総務課）
 夜間窓口
 （町税務課）
 消防団年末警戒 
 （～12/30）

29

 年末年始閉庁日 
 （～1/3）

30

 

31

 

1/1

 

1/2

 元旦

1/3

 

1/4

 消費生活相談
 （老人いこいの家）

1/5 1/6

 

※ やむを得ず中止・延期になる場合があります。

R5.12 甲佐町イベントカレンダー ◀詳細はウェブサイト
　でご確認くさだい。
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町からのお知らせ

12
月
は
「
国
民
健
康
保
険
制
度

適
用
適
正
化
月
間
」
で
す

■ 

国
民
健
康
保
険
資
格
の
適
正
な
適
用
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

町
で
は
、
毎
年
12
月
を
「
国
民
健
康
保
険

制
度
適
用
適
正
化
月
間
」
と
定
め
、
国
民
健

康
保
険
の
資
格
の
適
正
な
適
用
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

■ 

国
民
健
康
保
険
の
加
入
や
脱
退
に
関
す

る
届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

　

国
民
健
康
保
険
は
、
74
歳
ま
で
の
社
会
保

険
（
職
場
の
健
康
保
険
で
共
済
・
船
員
保
険

も
含
む
）
の
被
保
険
者
お
よ
び
そ
の
被
扶
養

者
を
除
く
す
べ
て
の
人
に
加
入
し
て
い
た
だ

く
制
度
で
す
。

　

社
会
保
険
を
脱
退
ま
た
は
加
入
な
ど
資
格

の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
町
住
民
生
活
課

へ
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

国
民
健
康
保
険
へ
の
届
け
出
が
必
要
な

手
続
き

●
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
届

　

社
会
保
険
を
脱
退
し
た
場
合
に
届
け
出
が

必
要
で
す
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

離
職
票
や
資
格
喪
失
証
明
書
な
ど
の
社
会

保
険
を
脱
退
し
た
証
明
書
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
分
か
る
も
の

●
国
民
健
康
保
険
の
脱
退
届

　

社
会
保
険
に
加
入
し
た
場
合
に
届
け
出
が

必
要
で
す
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

社
会
保
険
被
保
険
者
証
、
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の

■ 

社
会
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
を

　

同
じ
世
帯
に
社
会
保
険
の
被
保
険
者
が
い

る
場
合
、
そ
の
保
険
の
被
扶
養
者
と
し
て
認

定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
扶
養
認
定
で

き
る
か
は
お
勤
め
先
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■ 

所
得
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か

　

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
判
定
な
ど
に
必

要
で
す
の
で
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で

所
得
の
申
告
が
お
済
み
で
な
い
人
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

・
国
民
健
康
保
険
の
資
格
に
つ
い
て

　

町
住
民
生
活
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
（
内
線
１
０
８
）

・
国
民
健
康
保
険
税
や
所
得
の
申
告
に
つ
い
て

　

町
税
務
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　
（
内
線
１
１
５
）

収集地区 収集日 クリーンセンターへの直接持ち込み

年
末

星の川団地、立岩団地、竜野地区
（上早川五区・あゆの里緑川団地を
除く）、乙女地区、白旗地区

12月25日（月）
12月28日（木）

・通常持込期限　12月29日（金）
・通常持込時間　午前９時～午後４時30分
・持　 込　 料　100円 /10㌔
※個人の持込可
※ 時間厳守

宮内地区、甲佐地区（星の川団地・
立岩団地を除く）、上早川五区、
あゆの里緑川団地

12月26日（火）
12月29日（金）

年
始

星の川団地、立岩団地・竜野地区
（上早川五区・あゆの里緑川団地を
除く）、乙女地区、白旗地区

１月４日（木）
から

１月４日（木）から通常持ち込み可
宮内地区、甲佐地区（星の川団地・
立岩団地を除く）、上早川五区、
あゆの里緑川団地

１月５日（金）
から

●家庭ごみ収集

▲

お問い合わせ先　御船町甲佐町衛生施設組合（クリーンセンター）　☎096‐ 282‐ 0688

●し尿くみ取り
収集地区 くみ取り日 備考

年
末 全地区 12月28日（木）まで 年末は非常に混み合いますので、12月22日（金）までに

お申し込みください。
年
始 全地区 １月４日（木）から 通常受け入れ可

▲

お申し込み・お問い合わせ先
・宮内地区、甲佐地区（東寒野区・西寒野区・上豊内区の一部、星の川団地①）、竜野地区、乙女地区、白旗地区
　（有）甲佐衛生社　☎096‐ 234‐ 1217
・甲佐地区（東寒野区・西寒野区・上豊内区の一部を除く、星の川団地②）
　米村衛生（有）　☎096‐ 234‐ 0308

年末年始のごみ収集・し尿くみ取り計画【12月25日（月）～１月５日（金）】
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I n f o r m a t i o n

町民集会や法律相談などを開催します

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
に
は

控
除
証
明
書
が
必
要
で
す

■ 

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び
住

民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
、
そ
の
年
の
課
税
所
得

か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、

令
和
５
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
付
し
た

保
険
料
の
全
額
で
、
過
去
の
年
度
分
や
追
納

分
も
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
ご
自
身
の
保
険

料
だ
け
で
な
く
、
配
偶
者
や
ご
家
族
の
負
担

す
べ
き
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ

の
保
険
料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

■ 

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
は
確
定
申
告

に
必
要
で
す

　

令
和
５
年
中
に
納
付
し
た
保
険
料
に
つ
い

て
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
と
き
に
、
領

収
証
書
な
ど
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
１
月
１
日
か
ら
10
月
２
日
ま
で

の
間
に
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人
に
は
、
11

月
中
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送

ら
れ
ま
す
の
で
、
申
告
書
提
出
の
際
に
は
必

ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
５
年
10
月
３
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
、
今
年
初
め
て
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
人
に
対
し
て
は
、
控
除
証
明
書
が
翌
年
の

２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
証
明
書
に
つ
い
て
の
ご
照
会
は
、
控

除
証
明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
日

本
年
金
機
構
の
電
話
番
号
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■ 

保
険
料
は
期
限
内
に
納
付
を

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、
老

後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の
と

き
に
も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。
保

険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
き
ち
ん
と
納

め
ま
し
ょ
う
。

　

詳
細
は
、
熊
本
東
年
金
事
務
所
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

熊
本
東
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
６
‐
３
６
７
‐
２
５
０
３

　

町
住
民
生
活
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
（
内
線
１
０
３
）

■12月４日（月）～10日（日）は甲佐町「人権週間」です
　本町では、毎年世界人権宣言が採択された12月10日を「人権デー」と定め、12月４日から10日まで
を「人権週間」としています。
　同週間は、憲法で保障する基本的人権の尊重と町民の人権意識の高揚を図ることを目的に、甲佐町
「人権週間」実行委員会、町、町教育委員会が主催。期間中は町民集会や人権パレードを開催します。
また、町内の小・中学生、高校生の啓発作品を町生涯学習センター・ギャラリーモールなどに展示しま
す。特設人権（法律）相談では、弁護士が法律にまつわるさまざまな相談を受け付けますので、ぜひご
利用ください。
●町民集会
・開催日時　12月９日（土）午前９時30分
・会場　町生涯学習センター
・内容　人権講演、小中学生の人権作文発表、
　甲佐高校の生徒による体験活動発表、人権パレード
●特設人権（法律）相談
・開設日時　12月４日（月）午前９時～正午
・会場　町民センター

【お問い合わせ先】
　町民センター
　☎０９６- ２３４- ２４５９
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お
知
ら
せ

令

和

６

年

甲

佐

町

二
十
歳
の
成
人
式
の
ご
案
内

　

町
で
は
、
大
人
の
仲
間
入
り
を
さ
れ
た

皆
さ
ん
の
輝
か
し
い
未
来
を
祝
福
し
、
明

日
の
甲
佐
町
を
担
う
若
者
の
今
後
の
活
躍

を
期
待
し
て
、「
甲
佐
町
二
十
歳
の
成
人

式
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
対
象

の
皆
さ
ん
に
は
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　

令
和
６
年
１
月
７
日
（
日
）

・
受
付
開
始　

午
前
９
時

・
記
念
撮
影　

午
前
10
時

・
式
典
開
始　

午
前
10
時
30
分

▼
会
場

　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル

▼
対
象

　

平
成
15
年
４
月
２
日
〜
平
成
16
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
社
会
教
育
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７

　
　
（
内
線
３
２
４
）

水
道
管
の
凍
結
・
破
裂
に

ご

注

意

く

だ

さ

い

　

寒
波
に
よ
り
最
低
気
温
が
０
度
を
下
回

る
と
水
道
管
が
凍
結
し
、
破
裂
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
凍
結
を
防
ぐ
た
め
に
屋
外

の
露
出
し
た
水
道
管
や
蛇
口
に
は
、
布
や

保
温
材
を
巻
き
つ
け
る
な
ど
の
対
策
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

▼
水
道
管
が
凍
結
し
た
ら

　

凍
っ
た
部
分
に
布
や
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、

ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け
て
く
だ
さ
い
。

熱
湯
を
か
け
た
り
無
理
な
力
を
加
え
る
と

破
損
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

▼
水
道
管
が
破
裂
し
た
ら

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル
ブ
（
止

水
栓
）
を
閉
め
て
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
掲
載
し
て
い
る
町
指
定
給
水
装
置
工

事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
環
境
衛
生
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
７
５
５

農

業

者

年

金

に

加

入

し

ま

せ

ん

か

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
に
従
事
す
る
人

が
加
入
で
き
る
年
金
制
度
で
す
。

　

自
ら
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ
の
運
用

益
に
よ
り
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
決
ま

る
「
積
立
方
式
（
確
定
拠
出
型
）」
の
年

金
で
、
保
険
料
は
自
由
に
選
べ
、
い
つ
で

も
見
直
し
で
き
ま
す
。
ま
た
、
支
払
っ
た

保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

農
業
者
老
齢
年
金
は
、
原
則
65
歳
か
ら

生
涯
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
対
象
者

　

20
〜
59
歳
の
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
（
国
民
年
金
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除

く
）
ま
た
は
60
〜
64
歳
の
国
民
年
金
の
任

意
加
入
者
で
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

し
て
い
る
人

▼
保
険
料
の
国
庫
補
助

　

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し
て
い
る

人
や
、
申
告
者
と
家
族
経
営
協
定
を
結
ん

だ
配
偶
者
・
後
継
者
な
ど
要
件
を
満
た
す

人
は
、
保
険
料
の
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
農
政
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
７
６

　
　
（
内
線
１
５
３
）

後
期
歯
科
健
診
の
受
診
は

12
月
31
日
（
日
）
ま
で

　

町
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

を
対
象
と
し
た
歯
科
口
腔
健
診
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
受
診
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま

す
の
で
、
早
め
の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
対
象

の
歯
科
医
院
に
予
約
を
し
、
被
保
険
者
証

と
受
診
券
、
自
己
負
担
額
４
０
０
円
を
準

備
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
歯
科
健
診

くらしの情報
  LOCAL NEWS ＆
  LOCAL INFORMATION

❖ イベント等の開催に関する詳細は
　 各問い合わせ先にご確認ください

お問い合わせ先一覧

❖ 甲佐町役場
　 096-234-1111（代表）

❖ 甲佐町保健福祉センター
　 096-235-8711

❖ 甲佐町教育委員会
　（町生涯学習センター）
　 096-234-2447

❖ 水道管理センター
　 096-234-0755

❖ 町民センター
　 096-234-2459

❖ 老人憩いの家
　（(社 )甲佐町社会福祉協議会）
　 096-234-0423

❖ 御船町甲佐町衛生施設組合
　（クリーンセンター）
　 096-282-0688

❖ 上益城消防署
　 096-282-1955

❖ 御船警察署
　 096-282-1110

❖ 上益城広域連合
　 096-237-2891

❖ 県上益城地域振興局
　 096-282-2111（代表）

❖ 県御船保健所
　 096-282-0016

❖ 県庁
　 096-383-1111（代表）
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の
詳
細
は
、
町
住
民
生
活
課
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
生
活
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
　
（
内
線
１
０
７
）

障
が
い
福
祉
に
関
す
る

相

談

に

つ

い

て

　

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
か
け
は
し
（
甲
佐

町
）
お
よ
び
相
談
支
援
事
業
所
プ
ル
メ
リ

ア
（
御
船
町
）
で
は
、
上
益
城
5
町
共
同

委
託
に
よ
り
相
談
支
援
業
務
を
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
や
ご
家
族
な
ど
か
ら
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
生
活
上
の
困
り

ご
と
な
ど
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
、
情
報

提
供
を
行
い
ま
す
。
来
所
、
電
話
、
訪
問

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
相
談
を
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
の
で
、
何
か
あ
り
ま
し
た
ら

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
営
業
日
時

　
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

※
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
ま
で
を
除
く

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
か
け
は
し
」

　
（
甲
佐
町
大
字
津
志
田
２
４
７
２
番
地
）

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
９
０
８
８

・
相
談
支
援
事
業
所
「
プ
ル
メ
リ
ア
」

　
（
御
船
町
豊
秋
１
５
５
８
番
地
１
）

　

☎
０
９
６
‐
２
８
１
‐
７
１
１
０

・
町
福
祉
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
　
（
内
線
１
４
４
）

くらしの情報

町税などの滞納処分（10月分）

種　別 件数・金額など

捜 索 ２件

差し押さえ件数 24件

公 売 回 数 ０回

公 売 件 数 ０件

滞納処分関連収入 120,558円

tax

事件・ 事 故 件 数

種　別 発生件数
10月 年累計

人身事故 １ 10

物損事故 18 151

盗難など １ ６

10月31日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ３ ＋１

原 野 11 ＋３

そ の 他 12 ０

合計件数 26 ＋４
11月15日現在

fire prevention

上益城広域消費生活相談室
　消費生活トラブルの解決に向け
て、消費生活相談員が無料で相談
を受け付けています。
▶日時　午前９時～午後４時
月　益城町　☎ 096-286-3210
火　御船町　☎ 096-282-1226
水　嘉島町　☎ 096-237-1112
木　甲佐町　☎ 096-234-3223
金　山都町　☎ 0967-72-3133
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お
知
ら
せ

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
ご
案
内

　　

一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
で
は
、
危
険
物
取
扱
者
試
験
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

▼
試
験
の
種
類

　

甲
種
、
乙
種
（
第
１
類
〜
第
６
類
）、

丙
種

▼
試
験
日
時

　

令
和
６
年
２
月
12
日
（
月
）

▼
受
験
地

　

熊
本
市

▼
申
請
受
付
期
間

・
書
面
申
請

　

12
月
15
日
（
金
）
〜
22
日
（
金
）

・
電
子
申
請

　

12
月
12
日
（
火
）
〜
19
日
（
火
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊

本
県
支
部
（
熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
１
丁

目
11
番
４
号
）

　

☎
０
９
６
‐
３
６
４
‐
５
０
０
５

年
末
年
始
の
旅
券
申
請
・

交
付
受
付
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
（
旅
券
）
の
申

請
・
交
付
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
申
請
か
ら
受
け
取

り
ま
で
に
９
日
間
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）を
要
し
ま
す
。

12
月
29
日
（
金
）
か
ら
令
和
６
年
１
月
３

日
（
水
）
ま
で
旅
券
申
請
・
交
付
窓
口
は

休
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
が
必
要
な

場
合
は
、
余
裕
を
持
っ
て
町
住
民
生
活
課

窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
受
付
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後

４
時
30
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始

　

を
除
く

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
生
活
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
　
（
内
線
１
０
１
）

所
得
税
の
確
定
申
告
は

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）
で

　

国
税
庁
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
か
ら
所
得

税
の
確
定
申
告
が
で
き
る「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
登
録

を
す
れ
ば
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
国
税
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
申
告
や
申
請
、
納
税
が
で
き
、
税
務

署
に
何
度
も
出
向
く
必
要
が
な
く
な
り
ま

す
。
確
定
申
告
の
期
間
中
は
、
税
務
署
の

営
業
時
間
外
や
土
日
に
も
申
告
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」
の
特
設
サ
イ

　

くらしの情報

令和６年度甲佐ブランド「こうさんもん」認定申請を募集します

　町では、令和６年度登録の甲佐ブランド「こうさんもん」認定申請を募集します。「甲佐ブランド『こうさ
んもん』認定制度」は、本町の豊かな自然の中で育った農作物や加工品などの魅力ある商品を町のブランド
品として認定し、町や甲佐町商工会などが応援することで本町の活性化を目指すものです。
●認定基準
①本町らしさを表現している商品であること。（名称やデザインなど本町を表現するもので、イメージアップ
　につながる商品や、主原料または一部に本町産のものを使用していること）
②商品に独自性・優位性があること。（ほかの産地や類似商品と比較して、商品の特性に独自のこだわりがあ
　ること）
③安全性・生産性・販売体制・認定後の意欲が整っていること。
●申請者の条件（申請者は次の①～③のいずれかの条件を満たすものとします）
①個人の場合　町内在住かつ町内に生産もしくは製造拠点が存在すること。
②法人の場合　町内に生産もしくは製造拠点が存在すること。
③その他、町長が認めたもの。
●申請期限　12月25日（月）午後５時
●認定審査会　令和６年２月（予定）
※詳細は、町企画課にお尋ねください。

　【お問い合わせ先】
　町企画課　☎０９６‐２３４‐１１５４（内線２３７）
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ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
熊
本
東
税
務
署

　

☎
０
９
６
‐
３
６
９
‐
５
５
６
６

・
町
税
務
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　
　
（
内
線
１
１
５
）

ペ
ッ
ト
を
飼
う
前
に
考
え
る
こ
と

　

犬
や
猫
を
ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
う
と
い
う

こ
と
は
、
動
物
の
命
に
責
任
を
持
つ
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。
ペ
ッ
ト
が
健
康
で
快
適

に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
地

域
や
周
囲
の
人
達
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
も
飼
い
主
の
義
務
で
す
。

　

ペ
ッ
ト
を
飼
う
前
に
は
、
世
話
や
し
つ

け
を
毎
日
欠
か
さ
ず
に
で
き
る
か
、
経
済

的
負
担
や
家
庭
状
況
な
ど
、
最
期
ま
で
責

任
を
も
っ
て
飼
育
が
で
き
る
か
し
っ
か
り

考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
保
健
所

　

☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
１
６

道
路
に
張
り
出
し
て
い
る

木
の
伐
採
に
ご
協
力
を

　

道
路
や
歩
道
へ
の
枝
の
張
り
出
し
な
ど

に
よ
り
、
歩
行
者
な
ど
に
損
害
が
発
生
し

て
し
ま
っ
た
場
合
、
樹
木
所
有
者
の
管
理

責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

道
路
沿
い
で
樹
木
を
所
有
し
て
い
る
人

は
点
検
を
実
施
し
、
危
険
な
場
合
は
伐
採

す
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
道
路
保
全
課

　

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
９
５

副
業
に
関
す
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に

ご

注

意

く

だ

さ

い

　

副
業
に
関
す
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
の
相
談
が
複
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
「
簡
単
に
稼
げ
る
」、「
気
軽
に
で
き
る
」

と
強
調
す
る
広
告
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
情
報
を
安

易
に
信
じ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
う
ま
い
話

を
う
の
み
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　
「
お
金
が
な
い
」
と
断
っ
て
も
消
費
者

金
融
か
ら
の
借
金
を
勧
め
ら
れ
て
契
約
さ

せ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
借
金
を

勧
め
る
よ
う
な
勧
誘
は
断
り
ま
し
ょ
う
。

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
場
合
は
、

「
１
８
８
」
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
近
く

の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
つ
な
が
り

ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
消
費
生
活
課

　

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
３
０
８

く
ら
し
安
全

年
末
年
始
に
お
け
る
犯
罪
や

交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

　　　

例
年
、
年
末
年
始
は
、
金
融
機
関
な
ど

を
狙
っ
た
強
盗
事
件
や
車
上
ね
ら
い
、
乗

り
物
盗
（
オ
ー
ト
バ
イ
盗
や
自
転
車
盗
）、

万
引
き
な
ど
の
街
頭
犯
罪
が
多
発
し
ま
す
。

ま
た
、
車
の
利
用
が
増
え
る
こ
と
に
伴
っ

て
、
交
通
事
故
も
増
加
し
ま
す
。

　

不
審
な
人
物
を
見
か
け
た
ら
す
ぐ
に

「
１
１
０
番
」
通
報
す
る
と
い
っ
た
地
域

ぐ
る
み
の
活
動
で
犯
罪
や
交
通
事
故
な
ど

を
未
然
に
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　

☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

くらしの情報

令和6年4月1日から浄化槽の法定検査手数料が改定されます

　公益社団法人熊本県浄化槽協会が年１回実施する浄化槽の法定検査の
手数料が、令和６年４月１日から次のとおり改定されます。熊本県下全
域での料金改定です。ご了承をお願いします。

※年１回の法定検査は、浄化槽法で定められた検査であり、受検は管理
　者の義務とされています。業者への委託で定期的に保守・清掃を行っ
　ている場合でも受検が必要です。お使いの浄化槽の状態を知る機会と
　して、受検をお願いします。

　【お問い合わせ先】
　公益社団法人熊本県浄化槽協会　☎０９６‐２８４‐３３５５
　町環境衛生課　☎０９６‐２３４‐１１６９

浄化槽の大きさ 新料金（合併浄化槽） 新料金（単独浄化槽）

５～10人槽 4200円 3800円

11～20人槽 5400円 5000円

21～50人槽 7000円 6500円

51～100人槽 １万2000円 １万1000円
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﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

い
さ
っ
か

　

断
捨
離
進
む
子
の
仕
分
け 

広
田
み
ど
り

い
さ
っ
か

　

鐘
一
ち
ょ
で
ん
ま
だ
歌
い 

下
山　

千
恵

い
さ
っ
か

　

十
人
抜
き
で
区
間
新

 

志
垣　
　

光

い
さ
っ
か

　

夕
餉
の
膳
に
乗
り
き
ら
ん 

佐
藤　
　

葵

い
さ
っ
か

　

あ
の
力
男
も
勝
た
ん

 

平
井
や
よ
い

い
さ
っ
か

　

計
画
無
し
で
山
登
り

 

光
永　
　

六

い
さ
っ
か

　

彼
氏
負
か
し
た
腕
相
撲 

井
元
あ
ざ
み

い
さ
っ
か

　

株
で
ヘ
ソ
ク
リ
増
や
さ
し
た 

日
高　

美
里

い
さ
っ
か

　

人
の
二
倍
は
働
か
す

 

上
田　

梅
清

い
さ
っ
か

　

無
銭
旅
行
は
地
図
一
ち
ょ 

中
村　

南
幸

い
さ
っ
か

　

趣
味
は
貯
金
て
ぬ
か
し
た
か 

北
川　

直
美

﹇
短
歌
﹈ 

塚
原
暁
益 

選

窓
越
し
に
色
づ
く
木
々
を
濃
く
見
せ
て

小
春
日
和
の
日
差
し
に
和
む 

赤
星　

延
子

サ
テ
ラ
イ
ト
笑
い
振
り
ま
く
人
が
い
て

パ
ワ
ー
を
も
ら
い
楽
し
く
す
ご
す 

池
田
キ
ヨ
子

歳
を
取
り
体
の
不
調
語
り
を
り

励
ま
し
も
ら
い
心
和
め
り 

赤
星　

文
子

呼
ば
ず
と
も
我
の
気
配
を
感
ず
れ
ば

ト
コ
ト
コ
出
て
く
る
愛
猫
「
お
て
も
」 

緒
方　

明
美

自
粛
と
け
三
年
振
り
と
声
交
わ
し

地
区
の
イ
ベ
ン
ト
踊
り
始
ま
る 

吉
永
由
紀
子

コ
ス
モ
ス
は
乙
女
の
心
う
つ
す
よ
う

風
に
揺
れ
た
り
人
に
揺
れ
た
り 

内
田
乃
武
子

歳
重
ね
人
の
手
を
取
る
事
ば
か
り

感
謝
感
謝
で
暮
ら
す
毎
日 

塚
原　

暁
益

literary work
うたごよみ　～師走～

　

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

※
「
い
さ
っ
か
」
は
、
甲
佐
弁
で
「
潔
い
」、「
勢
い
が
あ
る
」
の
意
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【作り方】
①モモ肉の皮にフォークで数カ所穴を開け、ニンニクを
こすりつけ塩コショウを振り、手でポンポン叩いて味
を馴染ませます。
②①の肉を皿に乗せラップをふんわりかけ、１枚づつ
600wのレンジで4分加熱、野菜も、皿に並べラップ
して３分加熱します。肉汁はとっておきます。
③フライパンを熱しサラダ油小さじ１を入れ皮に焼き色
を付け、この時野菜を入れ一緒に火を通します。
④肉をひっくり返したら、レンジの時に出た肉汁をフラ
イパンに入れ、蓋をして蒸し焼きにします。
⑤火が通ったら、クリスマスらしく盛り付けましょう。

クリスマスの野菜たっぷりチキングリル風

　クリスマスは、やはりチキン料理ですね。日本では鶏を食べますが、アメ
リカでは七面鳥を食べるそうです。でも、昔はガチョウを食べていたそうで、
飼育が楽だし大きいのに価格が安いからという理由で七面鳥に段々変わって
いったってご存じですか。
　最近、日本では山盛りのから揚げがドン！と食卓に上がることが多くなり
ましたが、必ず野菜も一緒に食べることを心がけましょう。

【材料（２人分）】
鶏モモ肉　　　　
　…………　２枚
ニンニク　　　　
　…………　１片
塩コショウ　　　
　　………　少々
ブロッコリー、パ
プリカ、シイタケ、
ジャガイモなど　
　……　好みの量

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

編

集

後

記

ひとの動き
10月11日（水）～11月10日（金）届出

ふるさと甲佐
　　　　応援寄附金

お誕生

ご結婚

お悔やみ

▶ご寄附いただいた皆様
　　お名前　　　　ご住所　
・西谷　燿　様　　東京都
・小川　大作様　　神奈川県
・渡辺　隆　様　　神奈川県
・百目鬼文夫様　　神奈川県
　　　　　　　　ほか多数

▶令和５年度寄附金額合計
　  　　13億0529万円
　　　　　（10月31日現在）

■お問い合わせ
　町企画課
　☎096-234-1154

　ふるさと納税の
　詳細はこちらを
　チェック！▶

住　所 氏　名 年齢 世帯主
岩　下 佐藤　博子 79 博　子
糸　田 池田　時枝 77 時　枝
麻生原 福田　貞女 100 貞　女
上　揚 志免　安喜 90 妙　子
緑　町 西川エミ子 85 エミ子
津志田 一口ミヱコ 94 ミヱコ
豊　内 熊田ミサ子 87 ミサ子
安　平 石坂ツタエ 96 鉄　新

ほか６人　

ご存じですか？

Let's make health
甲佐の野菜で作ってみよう！

住　所 氏　名 性別 世帯主
府　領 小堀　虹

に あ

空 女 龍　聖
ほか２人　

今月の婚姻夫婦　１組

　

秋
を
飛
ば
し
て
冬
が
来
た
よ
う
な

寒
さ
。
余
談
で
す
が
、
私
は
こ
こ
数

年
秋
服
を
ほ
と
ん
ど
着
て
い
な
い
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
文
化
の
秋
・
実
り
の

秋
・
食
欲
の
秋
を
楽
し
む
産
業
文
化

祭
の
様
子
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

私
は
１
日
カ
メ
ラ
を
片
手
に
多
く
の

イ
ベ
ン
ト
や
展
示
品
、
ス
テ
ー
ジ
な

ど
を
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
と
一
緒
に

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
、
感
染
症
の
影
響
で
中
止
と

な
っ
た
１
０
０
０
人
ニ
ラ
鍋
も
復
活
。

初
め
て
食
べ
た
ニ
ラ
鍋
は
美
味
し
く
、

冷
え
た
体
を
一
気
に
温
め
て
く
れ
ま

し
た
。
恒
例
の
ニ
ラ
飛
ば
し
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
「
甲
佐
大
好
き
」
な

ど
の
想
い
を
叫
び
な
が
ら
ニ
ラ
を
飛

ば
す
姿
に
と
て
も
ほ
っ
こ
り
。
私
も

い
つ
か
ニ
ラ
飛
ば
し
に
参
加
し
て
み

た
い
で
す
ね
。　
　
　
　
　
　
（
志
）
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「
ネ
ッ
ト
の
書
き
込
み
が
原
因

で
命
を
絶
つ
ニ
ュ
ー
ス
が
近
年
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

に
は
い
じ
め
の
加
害
者
に
も
被
害

者
に
も
な
っ
て
ほ
し
く
な
い
」
と

話
す
の
は
、
令
和
５
年
10
月
６
日

か
ら
甲
佐
町
人
権
擁
護
委
員
に
就

任
し
た
河
野
史
郎
さ
ん
（
芝
原

区
）。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
。
本
町
で
は
河
野
さ
ん
を
含

め
４
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
、
毎

月
の
人
権
・
困
り
事
相
談
や
、
イ

ベ
ン
ト
時
の
啓
発
活
動
、
町
内
の

小
中
学
校
で
の
人
権
を
テ
ー
マ
に

し
た
授
業
の
開
催
な
ど
積
極
的
に

活
動
し
て
い
る
。

　

河
野
さ
ん
は
定
年
後
、
県
の
非

常
勤
と
し
て
甲
佐
高
校
、
矢
部
高

校
な
ど
の
進
路
相
談
室
に
勤
務
。

そ
の
後
、
老
人
ホ
ー
ム
に
勤
め
な

が
ら
、
昨
年
11
月
ま
で
民
生
委
員

を
３
年
務
め
た
。「
定
年
後
は
社

会
貢
献
を
し
た
い
一
心
で
、
子
ど

も
た
ち
や
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
た

め
に
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
彼
ら

の
た
め
と
始
め
た
ど
の
活
動
も
自

身
の
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す

し
、
勇
気
づ
け
ら
れ
る
こ
と
も
多

く
、
本
当
に
や
っ
て
良
か
っ
た
な

と
感
じ
ま
す
」と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　

河
野
さ
ん
が
人
権
擁
護
委
員
に

就
任
し
た
の
は
前
任
者
か
ら
推
薦

が
き
っ
か
け
。
最
初
は
人
権
擁
護

委
員
に
な
れ
る
よ
う
な
人
材
で
は

な
い
と
断
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
と

い
う
。
だ
が
、長
年
の
友
人
の「
お

前
な
ら
や
れ
る
。
新
し
い
体
験
は

自
分
の
た
め
に
も
な
る
し
、
社
会

貢
献
に
も
な
る
じ
ゃ
な
い
か
」
と

い
う
言
葉
が
背
中
を
押
し
、
委
員

の
就
任
を
決
め
た
。「
私
も
友
人

の
よ
う
に
、
相
談
者
を
前
向
き
に

さ
せ
て
、
背
中
を
押
せ
る
よ
う
な

人
権
擁
護
委
員
に
な
れ
れ
ば
」
と

今
後
の
意
気
込
み
を
語
る
。

　

今
後
、
河
野
さ
ん
は
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
町
内
の
保
育
園
や
小

学
校
で
人
権
教
室
を
実
施
す
る
予

定
。
子
ど
も
た
ち
が
分
か
り
や
す

い
よ
う
に
、
ほ
か
の
人
権
擁
護
委

員
と
共
に
寸
劇
や
紙
芝
居
を
使

い
、
い
じ
め
問
題
の
解
決
や
正
し

い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使
い
方
を
教
え
る
準

備
を
行
っ
て
い
る
。「
い
じ
め
の

根
底
に
は
、
他
人
に
対
す
る
思
い

や
り
、
い
た
わ
り
と
い
っ
た
人
権

意
識
の
希
薄
さ
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
人
権
教
育

を
通
じ
て
、
少
し
で
も
他
人
の
心

の
痛
み
が
わ
か
る
人
に
な
っ
て
く

れ
れ
ば
嬉
し
い
で
す
」
と
今
後
の

想
い
を
話
す
。

　

12
月
４
日
（
月
）
〜
10
日
（
日
）

は
、甲
佐
町
人
権
週
間
。９
日（
土
）

は
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
町
民

集
会
が
開
催
さ
れ
る
。「
人
権
講

演
や
小
中
学
生
の
人
権
発
表
な
ど

が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
参
加
い

た
だ
き
、
人
権
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
で
す
」

と
話
す
河
野
さ
ん
は
人
権
に
対
す

る
理
解
の
輪
を
こ
の
ま
ち
で
広
げ

て
い
く
。

人
権
啓
発
活
動
を
通
し
て

互
い
に
思
い
や
る
気
持
ち
を
育
む

Kosa
Style
こうさ スタイル

甲佐町人権擁護委員 /いじめや
差別、虐待などの人権問題解決
に取り組む。毎月１回、町民セ
ンターなどで人権相談を受け付
けている。

〔芝原区〕

広
報
こ
う
さ

2023
D
ecem

ber
N
o.653

ま
ち
と
人
の
想
い
が
交
わ
る
情
報
交
差
点

発
行
　
　
甲
佐
町

発
行
人
　
甲
佐
町
長
 甲
斐
高
士

編
集
　
　
企
画
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